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目的 メラノーマの発生と紫外線暴露の関係を明らかにする

データソース 1992 年 IARC, Medline, IMAGE の主な学会抄録

研究の選択 紫外線とメラノーマに関する症例対照研究でメラノーマ発症率の

OR と 95%CI が記載されているもの

データ抽出 ２人の著者が独立してデータを抽出

主な結果

メラノーマ発症と間歇的露光に有意の相関あり（OR=1.71）。他方、

職業性の多量の露光は有意にメラノーマ発症を低下（OR=0.86）。

日焼けとの関係では、成人後（OR=1.91）、思春期（OR=1.73）、幼

少期（OR=1.95）のすべてにおいてメラノーマ発症を増加させる。

結論

メラノーマの発症と間歇的露光のあいだには確実な相関関係が認

められる。メラノーマの発症と日焼けとの関係は間歇的露光の影響

を反映している。このような紫外線暴露パターンとの関係は、有棘

細胞癌とは明らかに異なり、むしろ基底細胞癌に類似する。

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項

目

備考

文献整理番号：メラノーマ Q1 文献番号 2

レビューワー氏名 高田 実

レビューワーコメント
レビューワーコメント

エビデンスのレベル分類（Ⅰ）

本研究であきらかなように、白人では、メラノーマの発症と間歇的

露光のあいだには確実な関係がある。しかし、日本人をはじめとす

る有色人種にこの成績をそのまま適用することはできない。


